
世田谷区立桜丘中学校 数学科 年間指導計画 

新しい数学 東京書籍 年間授業時数 １４０ 学年 ３年 学級 A 組～F 組 

 

1. 学習の到達目標 

学習の到達目標 

1 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的

に表現・処理したりすることができる。 

2 数学を活用して事象を論理的に考察し，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察し，数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現することができる。 

3 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って

評価・改善しようとする態度、多様な考えを認め，よりよく問題解決しようとする態度を養う。 

使用教科書，副教材など 

1  教科書「新しい数学３（東京書籍）」 

2  副教材「W プリント―評価と確認―（新学社）」 

3  副教材「模擬トレ５数学東京（正進社）」 

 

2. 学習指導計画及び評価方法等 

学

期 

月 単元タイトル 

（題材） 

学習のねらい 活動内容 評価の観点のポイント 

知識・技能 

（〇は重点） 

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・粘り強い態度で、問題解決に

向けて自ら工夫・調整して取り

組もうとしている。 

1 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章第１節 

多項式の計算 

・単項式と多項式

の乗法及び多項式

を単項式で割る除

法の計算ができ

る。 

・簡単な１次式の

乗法の計算及び次

の公式を用いる簡

単な式の展開や因

数分解をすること

ができる。 

・既に学習した計

・多項式と単項式

の乗除 

・多項式どうしの

乗法 

・乗法公式 

 

 

 

 

 

 

 

・単項式と多項式の乗法や多項式を

単項式でわる除法の計算方法を理解

している。 

〇単項式と多項式の乗法や多項式を

単項式でわる除法を計算することが

できる。 

・式を展開することの意味や乗法公

式を理解している。 

〇多項式どうしの積を展開できる。 

〇乗法公式を利用して式を展開する

ことができる。  

・具体的な問題を，文字式とその計

算を利用して解決することができ

る。 

・多項式と多項式の乗法を，面積図

を用いたり，1 つの多項式を文字に

おきかえたりして考え，説明するこ

とができる。 

・乗法公式を導くことができる。 

・乗法公式を利用するために，式の

一部を 1つの文字におきかえる方法

を考え，説明することができる。 

・文字を使った式や式を展

開することの必要性と意味

を考えようとしている。 

・式を展開する方法を考え

ようとしている。 

・式の展開について学んだ

ことを学習や生活に生かそ

うとしている。 



 

 

 

 

 

 

 

第１章第２節 

因数分解 

算の方法と関連付

けて，式の展開や

因数分解をする方

法を考察し表現す

ることができる。 

・文字を用いた式

で数量及び数量の

関係を捉え説明す

ることができる。 

 

・共通因数による

因数分解 

・公式を利用する

因数分解 

 

 

 

 

 

 

 

 

・多項式をいくつかの式の積で表す

ことができることを理解している。 

・式の因数，式を因数分解することの

意味を理解している。 

〇共通な因数をくくり出して，式を因

数分解できる。 

・因数分解の公式を理解している。 

〇公式を利用して，式を因数分解でき

る。 

〇因数分解の公式を利用して，いろい

ろな式をくふうして因数分解できる。 

・公式 1の因数分解で，a，b の見つ

け方を，面積図を使って考え，説明

することができる。 

・因数分解の公式を利用するため

に，式の一部を１つの文字におきか

える方法を考え，説明することがで

きる。 

・式を因数分解することの

必要性や意味を考えようと

している。 

・式を因数分解する方法を

考えようとしている。 

・式の因数分解について学

んだことを学習や生活に生

かそうとしている。 
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第１章第３節 

式の計算の利

用 

・数の計算のくふ

う 

・式の計算を利用

した、数の性質の

証明 

・式の計算を利用

した、図形の性質

の証明 

〇文字を使って数量を表したり，目的

に応じて式を変形したりすることが

できる。  

・乗法公式や因数分解の公式を利用

して，数の計算の結果や式の値をく

ふうして求める方法を考え，説明す

ることができる。 

・数の性質が成り立つことを，文字

を使って証明することができる。 

・文字を使った証明を読んで，新た

な性質を見いだすことができる。 

・図形の性質が成り立つことを，文

字式とその計算を利用して証明す

ることができる。 

・式の展開や因数分解につ

いて学んだことを学習に生

かそうとしている。 

・式の展開や因数分解を活

用した問題解決の過程を振

り返って検討しようとして

いる。 

 

第２章第１節 

平方根 

・数の平方根の必

要性と意味を理解

している。 

・数の平方根を含

む簡単な式の計算

をすることができ

る。 

・具体的な場面で

数の平方根を用い

て表したり処理し

・平方根 

 

・平方根の意味や大小関係、有理数，

無理数の意味を理解している。 

〇平方根を求めることができる。 

〇√𝑎2，(√𝑎)2を，根号を使わずに表す

ことができる。 

・有理数を小数で表すと，有限小数か

循環小数になることを理解している。  

〇数を有理数と無理数に分類できる。 

〇平方根の大小を不等号を使って表

すことができる。 

・方眼を使ってかいた正方形の面積

の求め方を考え，説明することがで

きる。 

・2 つの正方形の面積と 1 辺の長さ

の関係をもとに，平方根の大小を考

え，説明することができる。 

・数の平方根の必要性と意

味を考えようとしている。 



第２章第２節 

根号をふくむ

式の計算 

たりすることがで

きる。 

既に学習した計算

の方法と関連付け

て，数の平方根を

含む式の計算の方

法を考察し表現す

ることができる。 

・数の平方根を具

体的な場面で活用

することができ

る。 

・根号をふくむ式

の乗除 

・根号をふくむ式

の加減 

・根号をふくむ式

のいろいろな計算 

 

・根号をふくむ式の乗法や除法の計

算方法を理解している。 

〇根号のついた数を変形することが

でき、近似値を求めることができる。 

〇根号をふくむ式の乗法や除法、加法

や減法の計算ができる。 

〇分配法則や乗法公式を利用して，根

号をふくむ式を計算できる。 

〇根号をふくむ式の計算を使って，式

の値を求めることができる。 

・分母を有理化することの意味を理

解している。 

〇ある数の分母を有理化することが

できる。 

・√2+√3は，これ以上簡単にすること

ができない数であることを理解して

いる。 

・√𝑎×√𝑏を√(𝑎 × 𝑏)と計算してよ

い理由を，具体的な数や近似値を用

いて考え，説明することができる。 

・√𝑎+√𝑏を√(𝑎 + 𝑏)と計算できない

理由を，近似値や面積図を用いて考

え，説明することができる。 

・根号をふくむ式の乗法や

除法、加法や減法の計算方

法を考えようとしている。 

・既習の計算法則などを，

根号をふくむ式の計算に生

かそうとしている。 
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第２章第３節 

平方根の利用 

・平方根の利用 〇具体的な場面で数の平方根を用い

て表したり，処理したりすることがで

きる。 

・数の平方根を具体的な場面で活用

することができる。 

・数の平方根について学ん

だことを生活に生かそうと

している。 

・数の平方根を活用した問

題解決の過程を振り返って

検討しようとしている。 

第３章第１節 

2 次方程式と

その解き方 

 

 

 

・2 次方程式の必

要性と意味及びそ

の解の意味を理解

している。 

・因数分解したり

平方の形に変形し

・2 次方程式とそ

の解 

・平方根の考えを

使った解き方 

・2 次方程式の解

の公式 

・2 次方程式とその解の意味を理解し

ている。 

・𝑥2 + 𝑝𝑥 + 𝑞 = 0の形をした 2次方程

式を，(𝑥 +▲)2 =●の形に変形して解

く方法を理解している。 

・平方根の考えをもとにして，2 次

方程式の解き方を考え，説明するこ

とができる。  

・𝑥2 + 𝑝𝑥 + 𝑞 = 0の形をした 2 次方

程式を，(𝑥 +▲)2 =●の形に変形し

・2 次方程式の必要性と意

味を考えようとしている。 

・平方根の考えをもとにし

て，2次方程式の解き方を考

えようとしている。 

・因数分解の考えをもとに
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たりして 2 次方程

式を解くことがで

きる。 

・解の公式を知

り，それを用いて

2 次方程式を解く

ことができる。 

・因数分解や平方

根の考えを基にし

て，2 次方程式を

解く方法を考察し

表現することがで

きる。 

・2 次方程式を具

体的な場面で活用

することができ

る。 

・因数分解を使っ

た 2 次方程式 

・いろいろな 2 次

方程式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2 次方程式の解の公式の意味を理解

している。 

〇平方根の考えを使って，2 次方程式

を解くことができる。 

〇𝑥2 + 𝑝𝑥 + 𝑞 = 0の形をした 2 次方

程式を，(𝑥 +▲)2 =●の形に変形して

解くことができる。 

〇解の公式や因数分解を使って 2 次

方程式を解くことができる。 

〇いろいろな 2 次方程式を，適当な方

法で解くことができる。 

て解く方法を考え，説明することが

できる。 

・因数分解の考えをもとにして，2

次方程式の解き方を考え，説明する

ことができる。  

・2 次方程式の式の形や係数に着目

して，それぞれに適した解き方を考

え，説明することができる。 

して，2次方程式の解き方を

考えようとしている。 

・2 次方程式の解き方を振

り返って，よりよい方法で

解こうとしている。 

第３章第２節 

2 次方程式の

利用 

・2 次方程式の利

用 

・2次方程式を利用して問題を解決す 

るときの手順を理解している。 

〇具体的な問題の中から数量の間の

関係を見いだし，2次方程式をつくる

ことができる。 

・具体的な問題の解決に 2次方程式

を活用し，解が適切であるかどうか

を判断することができる。 

・2 次方程式について学ん

だことを生活や学習や生活

に生かそうとしている。 

・2 次方程式を活用した問

題解決の過程を振り返って

検討しようとしている。 

【第１学期の評価方法】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・積み重ねテスト 

・観点別評価テスト 

・レポート課題、振り返りシート 

・積み重ねテスト 

・観点別評価テスト 

・レポート課題、振り返りシート 

 

・振り返りシート等、提出課題への取組 

・授業内での取り組み 

（課題学習・発表活動等） 

 


